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令和７ 年度採用　 高等学校　 理科（ 物理）

教科（ 科目） 受験番号

理科（ 物理）

１

（ １ ） な めら かな 平面上で， 物体が等加速度直線運動を し て いる。 点Ａ を 右向き に速さ  

6.0m /s で通過し たあと ， 4.0 秒後には点Ｂ を 左向き に速さ 2.0m /s で通過し た。 物体の

加速度と A B 間の距離の組合せと し て最も 適切なも のを， 次の①～⑧の中から 一つ選

べ。 解答番号は１ １ 。

物体の加速度 A B 間の距離

① 右向き 1.0m /s2 32m

② 右向き 1.0m /s2 16m

③ 左向き 1.0m /s2 32m

④ 左向き 1.0m /s2 16m

⑤ 右向き 2.0m /s2 8.0m

⑥ 右向き 2.0m /s2 4.0m

⑦ 左向き 2.0m /s2 8.0m

⑧ 左向き 2.0m /s2 4.0m

（ ２ ） 次の図のよ う な両端の開いた 1.70m の管を 用意し ，片側に音源を 置いて音を出すと ，

ある 振動数 f で共鳴し た。 こ のと き ， 管内に生じ た定在波の節は２ か所あっ た。 振動

数 f の値と し て最も 適切なも のを， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 ただし ， 空気中の

音の速さ を 340m /s と し ， 開口端補正は無視でき る も のと する 。 解答番号は１ ２ 。

音源
1.70m

①　 100Hz　 　 ②　 200Hz　 　 ③　 300Hz　 　 ④　 400Hz　 　 ⑤　 500Hz
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（ ３ ）100V 用 200W の電熱線がある 。 こ の電熱線を 100V の電源につないだと き の電流と ，

電熱線を 100V の電源につないで３ 分間電流を 流し たと き に発生する 熱量の組合せと

し て最も 適切なも のを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ３ 。

電流 熱量

① 0.500A 6.0 × 102J

② 0.500A 3.6 × 103J

③ 0.500A 3.6 × 104J

④ 2.00A 6.0 × 102J

⑤ 2.00A 3.6 × 104J

（ ４ ） 分留によ っ て成分物質に分離でき る 混合物と し て最も 適切なも のを， 次の①～⑥の

中から 一つ選べ。 解答番号は１ ４ 。

①　 塩化カルシウ ム　 　 ②　 海水　 　 ③　 ド ラ イ アイ ス 　 　 ④　 水酸化ナト リ ウ ム

⑤　 砂　 　 　 　 　 　 　 　 ⑥　 空気
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（ ５ ） 炭酸カ ルシウ ム 10.0g に， ある 濃度の塩酸を 加える と ， 二酸化炭素が発生し た。 こ

のと き 加えた塩酸の体積（ m L） と ， 発生し た二酸化炭素の質量（ g） の間の関係を 調

べたと こ ろ ， 次の表のよ う な結果が得ら れた。 用いた塩酸のモル濃度（ m ol/L） と し

て最も 適切なも のを， 次の①～⑥の中から 一つ選べ。 なお， 必要であれば以下の方眼

用紙を 用いても よ い。 ただし ， 原子量は， H＝1.0， C＝12， O＝16， Cl＝35.5， Ca＝40

と する 。 解答番号は１ ５ 。

加えた塩酸の体積（ m L） 20 40 60 80 100

発生し た二酸化炭素の質量（ g） 1.76 3.52 4.40 4.40 4.40

①　 0.20m ol/L　 　 ②　 0.40m ol/L　 　 ③　 0.80m ol/L　 　 ④　 2.0m ol/L　 　

⑤　 4.0m ol/L　 　 ⑥　 8.0m ol/L

方眼用紙
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（ ６ ） ４ 種類の金属Ａ ～Ｄ について， 以下の（ ａ ） ～（ ｄ ） の説明を も と に， イ オン 化傾

向が大き い順に並べたも のと し て適切なも のを， 次の①～⑥の中から 一つ選べ。 解答

番号は１ ６ 。

（ ａ ） Ａ は常温の水と 反応し て水素を 発生し たが， 他の金属では発生し なかっ た。

（ ｂ ） Ｂ と Ｄ はいずれも 希塩酸に溶解せず， 希硝酸には溶解し た。

（ ｃ ） Ｃ は希塩酸およ び希硝酸に溶解し なかったが， 王水には溶解し た。

（ ｄ ） Ｂ の硝酸塩の水溶液にＤ を入れたと こ ろ， Ｄ の表面にＢ が析出し た。

①　 Ａ ＞Ｂ ＞Ｃ ＞Ｄ

②　 Ａ ＞Ｂ ＞Ｄ ＞Ｃ

③　 Ａ ＞Ｄ ＞Ｂ ＞Ｃ

④　 Ｃ ＞Ｂ ＞Ｄ ＞Ａ

⑤　 Ｃ ＞Ｄ ＞Ｂ ＞Ａ

⑥　 Ｃ ＞Ｂ ＞Ａ ＞Ｄ

（ ７ ） 環境が変わる と ， 植物の生育は影響を 受け， 植生が変化する 。 ある 場所の植生が，

時間の経過と と も に移り 変わっ ていく こ と を 遷移と いう 。 下図は， 植物の遷移の段階

を 模式的に示し たも のである （ 上部が白いも のは陽樹， 黒く 塗ら れている も のは陰樹

を 示す）。 日本の本州中部以南の平地での， 一般的な一次遷移の順序と し て最も 適切

なも のを ， 次の①～⑨の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ７ 。

ア イ ウ エ オ

①　 イ →オ→ア→ウ →エ　 　 ②　 イ →オ→ア→エ→ウ 　 　 ③　 イ →オ→エ→ウ →ア

④　 イ →オ→エ→ア→ウ 　 　 ⑤　 イ →オ→ウ →エ→ア　 　 ⑥　 イ →オ→ウ →ア→エ

⑦　 オ→イ →エ→ウ →ア　 　 ⑧　 オ→イ →ア→ウ →エ　 　 ⑨　 オ→イ →ウ →エ→ア

著作権保護の観点により、掲載いたしません。
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（ ８ ） 次の図は， DNA を 模式的に表し たも のである 。 図中のア～ウ に当てはま る 語句の

組合せと し て最も 適切なも のを ， 次の①～⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ８ 。

ウ

ア
イ

3′末端側

3′末端側 5′末端側

5′末端側

3′

3′

3′

3′

5′

5′

5′

5′

ア イ ウ

① ヌ ク レ オチド リ ン 酸 デオキシリ ボース

② ヌ ク レ オチド デオキシリ ボース リ ン酸

③ リ ン酸 デオキシリ ボース ヌ ク レ オチド

④ リ ン酸 ヌ ク レ オチド デオキシリ ボース

⑤ デオキシリ ボース リ ン 酸 ヌ ク レ オチド

⑥ デオキシリ ボース ヌ ク レ オチド リ ン酸

著作権保護の観点により、
掲載いたしません。
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（ ９ ） 動物の恒常性は， ホルモン や神経系を 介し た調節によ っ て維持さ れている。 ホルモ

ン の一種である チロ キシン が不足する と ， 視床下部がそれを 感知し ， 甲状腺刺激ホル

モン 放出ホルモン を 分泌する 。 甲状腺刺激ホルモン 放出ホルモン は脳下垂体前葉に作

用し ， 脳下垂体前葉から 甲状腺刺激ホルモン が分泌さ れる。 甲状腺刺激ホルモン は甲

状腺に作用し ， チロ キシン の分泌を 促進する 。 一方で， 体内のチロ キシン 濃度が高い

場合は， 高濃度のチロ キシン が， 視床下部や脳下垂体前葉に働き かかけて甲状腺刺激

ホルモン 放出ホルモン や甲状腺刺激ホルモン の分泌を 抑制さ せる こ と で， チロ キシン

の分泌量を 減少さ せ体内チロ キシン 濃度を 調整し ている 。

　 正常なマウ ス に， 次の（ Ａ ），（ Ｂ ） のいずれかの処置を し た場合， 処置前と 処置後

の血液中の甲状腺刺激ホルモン 濃度はど う なる か。 結果の組合せと し て最も 適切なも

のを， 次の①～⑨の中から 一つ選べ。 ただし ， 処置前よ り 甲状腺刺激ホルモン 濃度が

高い場合は＋， 低い場合は－， 変化がな い場合は変化な し と し て 示す。 解答番号は

１ ９ 。

（ Ａ ） チロ キシン を注射する

（ Ｂ ） 甲状腺を 摘出する

（ Ａ ） （ Ｂ ）

① ＋ ＋

② ＋ －

③ ＋ 変化なし

④ － ＋

⑤ － －

⑥ － 変化なし

⑦ 変化なし ＋

⑧ 変化なし －

⑨ 変化なし 変化なし
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（ １ ０ ） 風は空気塊に様々な力が作用し て吹いている。 大気にはたら く 力の１ つに， 気圧

の差によ って生じ る 気圧傾度力がある 。次の図のよ う な等圧線の配置と なったと き ，

●で示し た空気塊にはたら く 気圧傾度力の方向と し て最も 適切なも のを， 次の①～

④の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ０ 。

高圧側

低圧側

等圧線

①

② ③

④

（ １ １ ） 海底で大規模な隆起や沈降が急激に起こ る と ， 海底から 海面ま での海水全体が動

き ， 周期が数十分， 波長が数百 km も の巨大な波が生じ る 。 こ のよ う な波を 津波と

よ ぶ。 1960年に発生し たチリ 地震に伴う 津波の日本への伝播は諸説ある が， 当時発

生し たこ の津波が， 16945km 離れた日本に 22 時間後に到達し たと 仮定する と ， 津

波が太平洋を 横断する 速さ と し て最も 適切なも のを ，次の①～⑤の中から 一つ選べ。

解答番号は２ １ 。

①　 77m /s　 　 ②　 214m /s　 　 ③　 770m /s　 　 ④　 1283m /s　 　 ⑤　 2140m /s

著作権保護の観点により、
掲載いたしません。
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（ １ ２ ） 次の文章は，二酸化炭素の循環について述べたも のである 。 文章中の（ ア） ～（ オ）

に当てはま る 語句の組合せと し て最も 適切なも のを ，次の①～⑥の中から 一つ選べ。

解答番号は２ ２ 。

　 原始地球の大気に多量に含ま れていた二酸化炭素は， 現在では大気中のわずか 

（ 　 ア　 ） ％である 。 こ れは，大気中の二酸化炭素が長期間にわたっ て大気圏・ 水圏・

岩石圏を 循環する 間に，（ 　 イ 　 ） に固定さ れたためである 。 二酸化炭素は水に溶

け やすい。 海水に溶け た 二酸化炭素は， 生物のはた ら き な ど によ っ て 海水中の 

（ 　 ウ 　 ） イ オン と 結合し ， 堆積し て（ 　 エ　 ） と なる 。 一方で， 火山活動は， 二

酸化炭素を 岩石圏から 大気圏に放出する 。 植物も 光合成や呼吸によ っ て， 二酸化

炭素を 吸収し たり 放出し たり する 。 近年は， こ のよ う な循環に（ 　 オ　 ） の影響

が加わる よ う になっ てき ている 。

（ ア） （ イ ） （ ウ ） （ エ） （ オ）

① 0.4 大気圏 カリ ウ ム チャ ート 太陽活動

② 0.4 水圏 ナト リ ウ ム 石灰岩 人間活動

③ 0.4 岩石圏 カルシウ ム チャ ート 太陽活動

④ 0.04 大気圏 カリ ウ ム 石灰岩 人間活動

⑤ 0.04 水圏 ナト リ ウ ム チャ ート 太陽活動

⑥ 0.04 岩石圏 カルシウ ム 石灰岩 人間活動
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２ 　 図のよ う に， 伸び縮みし ない軽い糸でつながれた直方体の小物体Ａ ， 小物体Ｂ

がある 。 小物体Ａ ， 小物体Ｂ の質量はと も に m である 。 小物体Ａ は直方体の台Ｃ

の上にある 。 台Ｃ の質量は M である 。 小物体Ａ と 小物体Ｂ を つなぐ 糸は， 台Ｃ に

取り 付けら れた滑車に通さ れており ， 小物体Ｂ は台Ｃ に沿う 方向に吊る さ れてい

る 。 小物体Ａ と 台Ｃ の接する 面に摩擦はない。 ま た， 小物体Ｂ は台Ｃ に常に接触

し ている が，小物体Ｂ と 台Ｃ の間にも 摩擦はない。台Ｃ と 床の間にも 摩擦がないが，

台Ｃ の右端にス ト ッ パ－を 装着する こ と ができ る 。 最初，台Ｃ はス ト ッ パ－によ っ

て床に固定さ れている 。 重力加速度の大き さ を g と する 。

A

B

C

ス ト ッ パー（ 着脱可能）

（ １ ） 台Ｃ が床に固定さ れた状態で，小物体Ｂ の下面の床面から の高さ が h になる よ う に，

小物体Ａ と 小物体Ｂ を 糸がたる ま ないよ う に支えた。 その後， 小物体Ａ と 小物体Ｂ の

支えを 同時に静かに外すと ， 小物体Ｂ は落下し ， 支えを外し てから T 秒後に床面に着

いた。 小物体Ｂ が床面に着地し た瞬間の小物体Ａ の速さ と し て最も 適切なも のを， 次

の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ３ 。

①　   gh　 　 　 ②　 　 　  　 　 　 ③　 gh
2

　 　 　 ④　   2gh　 　 　 ⑤　 2  2ghgh
2

著作権保護の観点により、掲載いたしません。
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（ ２ ） 台Ｃ のス ト ッ パーによ る 固定を外し ， 小物体Ｂ の下面の床面から の高さ が h になる

よ う に， 小物体Ａ ， 小物体Ｂ ， 台Ｃ を支えた。 その後， こ れら の支えを外すと 同時に，

台Ｃ を水平左向き に力 F で押し た。

（ ア） F ＝ F1 のと き ， 小物体Ｂ は支えを 外し てから ２ T 秒後に床面に着いた。 F1 の大き

さ と し て最も 適切なも のを ， 次の①～⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ４ 。

①　 　  mg　 　 　 　 　 　 ②　 　  mg　 　 　 　 　 　 ③　 　  （ M＋m）g

④　 　  （ M＋m）g　 　 　 ⑤　  　 　 　 　   g　 　 ⑥　  　 　 　 　   g

（ イ ） F ＝ F2 のと き ， 小物体Ｂ は， 下面の床面から の高さ が h である 状態を 保っ た。 F2

の大き さ と し て最も 適切なも のを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ５ 。

①　 mg　 　 　 ②　 2mg　 　 　 ③　 Mg　 　 　 ④　（ M＋2m）g　 　 　 ⑤　
m2

M g

3
8

1
4

3
8

1
4

（ 6M＋13m）
8

（ 2M＋5m）
4
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３ 　 図のよ う な回路がある 。 ス イ ッ チ S1， S2 は最初開いている 。 抵抗 R 1， R 2， R 3 は

それぞれ 3.0 Ω， 3.0 Ω， 6.0 Ωであり ， R 4 は可変抵抗である 。 ダイ オ－ド Ｄ は， 一

方向のみに電流を 流す素子であ り ， 図の場合はＹ →Ｚ の向き にのみ電流が流れ，

その際の電圧降下はないと する 。

R 1　 3.0Ω

S1

S2

X

Y

Z

D 2.4V

7.2V

R 2　 3.0Ω

R 3　 6.0Ω R4

（ １ ） R 4 の値を 6.0 Ωにし てス イ ッ チ S1 のみを入れたと き ， ダイ オ－ド Ｄ には電流が流れ

る 。 Ｘ を 流れる 電流の値と し て最も 適切なも のを， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解

答番号は２ ６ 。

①　 　 0.20A 　 　 　 ②　 0.30A 　 　 　 ③　 0.50A 　 　 　 ④　 0.70A 　 　 　 ⑤　 0.90A

（ ２ ） ス イ ッ チ S1 のみを 閉じ た状態を 維持し ながら ， R 4 の値を 6.0 Ωから 下げていく と ，

やがてダイ オ－ド Ｄ に電流が流れなく なる 。こ の時の R 4 の値と し て最も 適切なも のを，

次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ７ 。

①　 5.0 Ω　 　 　 ②　 4.0 Ω　 　 　 ③　 3.0 Ω　 　 　 ④　 2.0 Ω　 　 　 ⑤　 1.0 Ω

（ ３ ） R 4 の値を 6.0 Ωに戻し た後， ス イ ッ チ S1 に加えてス イ ッ チ S2 も 閉じ たと こ ろ ， ダ

イ オ－ド Ｄ に電流が流れなかった。 そこ で， R 4 の値を だんだんと 増やし ていく と ， R 4

の値がある 値になっ たと き に， ダイ オ－ド Ｄ に電流が流れる よ う になっ た。 こ の時の

R 4 の値と し て最も 適切なも のを， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ８ 。

①　 8.0 Ω　 　 　 ②　 10 Ω　 　 　 ③　 12 Ω　 　 　 ④　 16 Ω　 　 　 ⑤　 24 Ω



－ 12 －

４ 　 光電効果の実験装置を 図１ に示す。 陰極に向けて振動数の大き い光を 当てる と ，

光電子が飛び出す。 振動数νと ， 飛び出す光電子の最大の運動エネルギー K0 の関

係を 図２ に示す。 プラ ン ク 定数を 6.6 × 10－34J・ s ， 電気素量を 1.6 × 10－19C， 光速

を 3.0 × 108m /s と する 。

電源

陽極
陰極

光電管光 A

V

図１

K0〔 J〕  

（ ×10－19）

15

10

5.0

O
1.0

2.0 2.5

ν〔 Hz〕

3.01.1 （ ×1015）

図２
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（ １ ） こ の実験装置の陰極に使われている 金属の仕事関数と ， 限界波長の組合せと し て最

も 適切なも のを ， 次の①～⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ９ 。

仕事関数 限界波長

① 4.5eV 2.7 × 10
－7

m

② 4.5eV 3.3 × 10
－7

m

③ 7.3eV 2.7 × 10
－7

m

④ 7.3eV 3.3 × 10
－7

m

⑤ 12eV 2.7 × 10
－7

m

⑥ 12eV 3.3 × 10
－7

m

（ ２ ） 陰極の電位を 陽極よ り も だんだんと 高く 設定する と ， 飛び出す光電子が陽極に到達

し にく く なり ， あ る 電位差以上で光電子が一つも 到達し なく なる ので， こ れによ り ，

K0 を測定する こ と が可能である 。こ の時の電位差の最小値を 阻止電圧と いう 。ν＝ 2.0

× 1015Hz のと き の阻止電圧の値と し て最も 適切なも のを， 次の①～⑤の中から 一つ

選べ。 解答番号は３ ０ 。

①　 0.91V　 　 　 ②　 2.0V　 　 　 ③　 3.7V　 　 　 ④　 6.0V　 　 　 ⑤ 9.6V


